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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、「温暖化現象」が解決しなければならない環境問題として、大きくとりあげられるようになり、一時の
地球環境ブームを経たものの、即座には解決できず、対策の成果も現れないため、依然として深刻さが増して
いる。 
 熱環境の変化は、地球規模の問題だけではない。地域的な視点での熱環境の変化も無視できない。この地球
規模で進行する温暖化現象に上積みされた形で、都市の気温が著しく上昇している。都市部が周辺部と比べて
気温が上昇し、等温度線を描くと中心部が高い島のように見えるため、「熱の島」すなわちヒートアイランドと
呼ばれる現象が、都市における大きな環境問題となってきた。 
 それまでの低緯度地域の気候が中緯度に広がってきたともいえる地球の温暖化の中で、まさに「熱帯夜」の
言葉に象徴されるように、高密度の都市の気候は熱帯の様相を示しているといえよう。毎年の気温の高低の変
動はあっても、長期的な傾向として、これまで都市が経験したことのない高温環境への道をたどっている。こ
の深刻なヒートアイランド現象に対して、もはや、快適環境の創造というカテゴリではなく、「熱汚染」に対し
て、健康被害を防ぐために、早急で具体的な対策が求められている。 
 本論文は、この熱環境問題の解決を目的として、都市における熱環境の時空間特性を明らかにし、その特性
に応じて対策を行う手法を提示し、その手法により、対策を講じることの有効性について論じた。 
 第１章では、緒論として、都市の熱環境問題についての研究の背景と意義を述べた。 
 第２章では、ヒートアイランド現象のひとつの人工的要因としての、エネルギー消費量と排出熱量の地域的、
季節的・時間的変動を、土地利用状況、建物密度、人口分布とあわせて調べ、人工排熱による影響の程度と、
時空間特性を確認した。 
 第３章では、人工的要因・地理的要因による土地利用状況ごとに地域、たとえばオフィス街、繁華街、商工
住宅混在地域、港湾域、河川沿い住宅地、田園の住宅地などに分け、個々の地域の特徴と、時間帯別の気温変
動を調べ、時空間特性を抽出する。また、都市内部の小規模緑地、水面、屋上緑化などによる、気温上昇の緩
和の把握を行い、クールスポットとしての機能を評価した。 
 第４章では、対策としてあげられる屋上緑化施設における熱流や気温、土壌の温度の時間変動、降雨による
効果を調べ、時空間特性を考慮した対策法が有効であることを検証する。また第１章でとりあげたエネルギー
消費の時空間特性とあわせ、地域ごとの対策メニューが重要であることを論じた。 
 第５章では、本研究で得られた研究成果の総括を行う。第４章では、本研究で得られた研究成果として、ヒ
ートアイランド現象を、時空間特性を考慮した対策が有効であることの総括を行った。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 今日の地球規模で進行する温暖化現象に上積みされた形で、都市の気温が著しく上昇するヒートアイランド
現象によって、都市はこれまで経験したことのない高温環境に向かっている。しかし、この健康被害にも及ぶ
深刻な都市の「熱汚染」を防ぐための具体的な対策が進んでいない。 
 本論文は、この熱環境問題の対策法を提示することを目的として、都市における熱環境の時空間特性を明ら
かにし、その特性に応じて対策を行う手法を提示し、その手法により、対策を講じることの有効性について多
角的に検証検討した成果をまとめている。まず、評価都市としてヒートアイランド発生の典型的な大阪市を採
用し、ヒートアイランド現象の人工的要因である排出熱量の指標となる電気とガスのエネルギー消費量につい
て、地域的、季節的・時間的変動を、土地利用状況、建物密度、人口分布とあわせて調べている。そして、地
域と時間ごとに両エネルギー消費特性が大きく異なること、すなわちヒートアイランド現象には人工的要因の
時空間分布に左右される時空間特性が存在すること、加えて、ヒートアイランド現象緩和にはこの特性ごとに
対策を講じることが不可欠であることを提示している。ついで、評価都市の人工的要因・地理的要因による土
地利用状況ごとにオフィス街、繁華街、商工住宅混在地域、港湾域、河川沿い住宅地、田園の住宅地の各地域
に分け、個々の地域の特徴と、時間帯別の気温変動を実測して時空間特性を調査し、さらに、都市内部の小規
模緑地、水面、屋上緑化による気温上昇の緩和の把握を行っている。その結果、大阪市域全体が暑い地域では
なく、時間帯と風向、風速により0.2～0.8℃の気温差による広域的な時空間特性が存在することを把握してい
る。このような広域的特性の中にあっても、個々の地域のエネルギー消費の時空間特性が、地域ごとの気温差
を生じる原因となっていることを確認するとともに、小規模な緑地や水面が個々の地域の時空間の気温変動を
緩和するクールスポットとして機能することを明らかにしている。また、既設の都市において期待される地域
対策としてあげられる屋上緑化施設における熱流や気温、土壌の温度の時間変動、降雨による効果を実測して
いる。特に、厚さ70㎝の土壌と高木が配置された屋上緑化では地上の小規模緑化に匹敵するヒートアイランド
緩和効果が生じることを見出している。さらに、風洞実験により、水面よりも樹木のほうが、蒸発面が大きく、
冷却効果が高く、風速の弱い場合にはビル周辺の局所区域の気温緩和効果が持続することを見出している。 
 以上のように本論文の著者は、ヒートアイランド現象の地域的な時空間特性を詳細に解明し、この現象緩和
の対策法の基礎的な知見を得ている。これらの成果はヒートアイランド現象の効果的で実際的な緩和対策技術
を提供するものであり、熱工学、特にヒートアイランド学の発展に寄与すること大である。よって本論文の著
者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
